
菩提の道場「伊予」 

60番香園寺～65番三角寺 

平成17年11月25日～27日 

第９回四国あるき遍路の記録 平成17年11月25日～27日

期日 曜日 コース予定

6:30 7:25 NH583 8:45 9:10 空港リムジン

羽田空港集合 羽田空港発 松山空港着 松山空港発
9:27 10:15 JR予讃線 11:05 11:18 JR予讃線

JR松山駅着 JR松山駅発 いしづち14号 壬生川駅着 壬生川駅発
11:25 ─徒歩─ 12:00 ─徒歩─ 途中で昼食 昼食は吉祥寺にて、

伊予小松駅着 約0.2km 62番宝寿寺 宝寿寺発 約1.5km コンビニのおにぎり。

13:15 13:45 ─徒歩─ 14:15 ─徒歩─ 15:00 宿泊：湯の谷温泉

63番吉祥寺 吉祥寺発 約3.3km 石鎚神社参拝 ちょっと 64番前神寺 〒793-0053

15:30 ─徒歩─ 15:45 18:00 西条市洲の内甲1193

前神寺発 約1km 湯の谷温泉着 夕食 周辺見どころ無し。食後は休むだけ。 ℡0897-55-2135

6:45 7:10 ─徒歩─ 7:22 せとうちバス 7:45
朝食 湯の谷温泉出発 ちょっと 湯の谷バス停発 大頭バス停下車

─徒歩─ 10:45 11:45 ─徒歩─ 13:55 昼食は横峰寺にて

約7.8km 60番横峰寺 昼食 横峰寺発 香園寺奥の院 コンビニのおにぎり。

─徒歩─ 15:00 18:00 19:00から希望者は勤行。

約9.6km 61番香園寺 夕食 香園寺宿坊泊

【車利用の場合】 ①タクシーにて横峰寺上野原駐車場まで行く。ここから登山バスに乗換（往復1840円）。下車後徒歩25分で横峰寺。 宿泊：香園寺宿坊

②湯の谷バス停10:04発に乗車。西条駅前10:23発上野原10:51着。あとは登山バスに乗車。下車後徒歩25分で横峰寺。

※横峰寺へは専用の登山バスに乗車しなければいけません。下車後の徒歩25分は免れません。

6:00 7:30 ─徒歩─ 8:29 JR予讃線 朝の勤行はなし。

起床 朝食 香園寺発 約1.7km 伊予小松駅発
8:38 8:44 JR予讃線 9:29 ─徒歩─

伊予西条駅着 【乗換】 伊予西条駅発 快速電車 伊予三島駅着 約6.5km

11:30 12:30 ─徒歩─ 13:10 14:27 高速バス 昼食は三角寺にて

65番三角寺 三角寺発 約2.3km 三島・川之江IC 川之江ICバス停発 南国エクスプレス５号 コンビニのおにぎり。

15:30 16:00 空港リムジン 16:40 17:30 NH568

高知駅着 高知駅前発 高知空港着 高知空港発 夕食各自

18:45
羽田空港着 到着後、解散。

3 11月27日 日

この間、タクシーに分乗して、小町温泉
「しこくや」にて入浴する。2 11月26日 土

食事・宿泊

1 11月25日 金

第9回四国あるき遍路の旅 



松山から瀬戸内を東へ 

国道１１号沿いを東へ 

 ６２番宝寿寺から６３番吉祥寺

へは、国道１１号に沿って歩くこ

とになります。交通量の多い道な

にに歩道がないのは、歩き遍路に

は危険です。途中のコンビニでお

にぎりを買い込み、次の吉祥寺の

境内でお昼を取ることにしまし

た。 

 吉祥寺も国道１１号線沿いにあ

 菩提の道場「伊

予」の国、愛媛も

いよいよ


最後とな

りました。松山駅

に着くと、何度も

乗った路面電車が

目に入ります。電

車の待ち時間も、

駅のどこにイスがあって休めるか

なんてすでに体が覚えています。 

 電車に乗って、伊予小松に向か

う途中、前回渡った踏み切りや乗

車した駅など思い出され、今年の

春のことなのに懐かしさを感じま

した。 

 伊予小松駅は、前回の第２班の

最後に辿り着いた駅でした。駅前

を右に行けば、１００m足らずで

62番札所宝寿寺です。前回の第

２班はすでにお参りを済ませてい

ましたが、今回はここからお参り

を始めることにし

ました。 

 本堂工事中に付

き、仮本堂をお参

りしましたが、前

回お参りしたとき

と 変 わっ てお ら

ず、工事は進んで

いないようでした。庫裏の屋根に

も、ブルーシートが掛けられたま

まで、去年の台風の被害なので

しょうか、まだ修理を始めていま

せんでした。国道１１号線沿いの

平地でも是だけの被害があったの

で す か ら 、

２ 日 目 に 行

く 山 の 遍 路

道 は 大 丈 夫

だ ろ う か

と 、 不 安 が

よ ぎ り ま し

た。 

夫婦で参加の福田さん。

きく江さんは、子守から

解放されて久しぶりの参

加でした。 

第9回 第1日目 

62番宝寿寺、63番吉祥寺、64番前神寺 



吉祥寺で昼食 

ります。 

 本 堂 の 前 に

「成就石」とい

う穴のあいた石

があり、本堂前

から目隠しをし

て進み、遍路の

杖がこの穴を貫

くと願い事が成就するといわれて

います。何人か挑戦していました

が、みな近くからスタートしてい

ましたから、杖が通っても、願い

事は半分ぐらいしか叶わないん

じゃないでしょうか。 

 お参りを済ませ、境内を拝借し

て昼食にしました。 

 途中のコンビニで買ったおにぎ

りでしたが、少し歩いた後の札所

でのおにぎりはおいしかったです

ね。天気もよく、外で食べること

ができましたが、雨だったらどう

したのでしょうか。お天気に感謝

感謝。 

 グループと離れておにぎりを食

べている三人組は、なにやら特別

な飲み物をじさんしたじーさんた

ちでした。そのあとの足取りが軽

くなったのか、ちどり

になったのかは不明で

した。 

 昼食後、国道をそれ

て旧道の遍路道を64

番前神寺に向かうこと

にしました。 

▲住職と弟子。 

▼石井さんと永康くん。  

どちらも頭に共通項あ

り。 

62番宝寿寺、63番吉祥寺、64番前神寺 

第9回 第1日目 



 桜並木の紅葉の下をくぐって、

前神寺へと着きました。桓武天皇

の勅願所だった前神寺ですが、山

門もなく、修験道総本山の風情は

あまり感じられません。かろうじ

て本堂前の火渡りの使う焚き火の

あとが修験道らしさを感じさせて

くれます。現在、石鎚山東の遥拝

所として３０万人もの信者さんが

いるそうです。 

 大師堂の左側のイチョウの黄葉

芝之井から石鎚神社そして前神寺へ 

湯の谷温泉に旅装を解く 

 吉 祥 寺 を 出

て、国道11号を

横切って遍路道

に出ると、「芝

之井」というお

大師さんゆかり

の井戸がありま

す。このあたり

は、四国山地が

瀬戸内海に迫っ

て い る と こ ろ

で、その伏流水

が湧き出ているのでしょう。この

先の加茂川を渡ったあたりは石鎚

山系の湧水で特に有名です。 

 芝之井の水をいただき、遍路道

に戻りました。集落の間を縫うよ

うに遍路道が通り、地元の生活の

匂いを感じながらの遍路です。 

 遍路道から大きな鳥居が見えて

くると、「石鎚神社」です。ここ

は、明治初年まで前神寺

だったところで、神仏分

離令によって石鎚神社と

なったそうです。社殿の

右からは国道11号沿い

の町並みと、その先に瀬

戸内海を望むことができ

ました。 

 元の前神寺だったとこ

ろをお参りし、明治半ば

に再興された前神寺に向

かいました。 

 石鎚神社本殿前にて、

きく江さんと広渡さん。 

が鮮やかでした。イチョウの下を

下ると２～３分で今日の宿「湯の

谷温泉」に着きました。 

 地元の人が入浴に来る旅館は、

地域の社交場のようでした。泉質

は道後温泉をしのぐほどのよい温

泉でした。明日の横峰寺を控えて

湯に入り、英気を養いながら、

早々に床に入ることにしました。 

 芝之井の霊水を

いただく。 

 前神寺入り口。寺号石の

後 ろ に は 狛 犬 が 鎮 座。

「神」の字が付くお寺だか

らでしょうか。 

第9回 第1日目 

62番宝寿寺、63番吉祥寺、64番前神寺 



 最奥の集落手前で一

休みすると、柿の葉の

紅葉や、たわわに実っ

た柿が、深まった秋を

感じさせてくれます。 

 徐々に勾配がきつく

な り 、 車 道 が 1 8 0 度

カーブすると、横峰寺

への遍路道の入り口で

した。東屋で一休みし

ていると、地元の老夫

伊予の難所「横峰寺」へ 

いよいよ山中に分け入る 

 今日はいよいよ横峰寺への参拝

の日です。早朝、まだ暗い中を、

福田さんは昼食のおにぎりを買い

にコンビニまで行ってくれまし

た。 

 湯の谷温泉の朝食は、６時45

分。温泉前のバス停から７時22

分のバスに乗り、横峰寺入り口の

「大頭」バス停まで行きます。

こっち方面のバスは日に一本だけ

でした。 

 予定より30分ほど早く「大

頭」バス停に着き、ここからは正

規の遍路道です。石鎚の山懐に向

かってしばらくは舗装の道が続き

ます。道中のあちらこちらで昨年

の台風被害の復旧工事がされてい

ました。 

 人家もなくなり、本当の山中に

入るまで約１時間半とかなりペー

スが速いようです。 

 まだまだ序の口の遍路

道にて、清水さん。 

 前神寺入り口。寺号石の

後 ろ に は 狛 犬 が 鎮 座。

「神」の字が付くお寺だか

らでしょうか。 

第9回 第2日目 

60番横峰寺、61番香園寺 



 20数年ぶりの横峰寺の仁王門

のたたずまいは変わっていません

でした。変わったのは、私の体型

とハーハーいう息づかいぐらいで

しょうか。ようやく、横峰寺に到

着です。 

 前回お参りの予定が台風のため

登って来れなく、今回も危ぶまれ

た札所ですから、本当にようやく

来れましたという感じでした。仁

王門の先のもみじが見事な色で迎

えてくれたようです。 

横峰寺到着 

婦が山水を汲みにやってきまし

た 。 「 石 鎚 の 山 水 は う ま い

よ。」と、ポリタンクやらペッ

トボトルを荷台にたくさん積ん

でいました。 

 渓谷沿いに上る遍路道は、台

風の被害で橋が流されたり、倒

木がそのままだったり、生活道

路ではない分、復旧はまだまだ

先のようです。遍路道なのに、

鉄筋コンクリートの橋を掛けた

り、階段を作ったり、それも人一

人が通るには過ぎるぐらい幅を

取っていたり、果たしてそこまで

整備する必要があるのか考えさせ

られました。大自然の前では、人

が歩いて通る遍路道さえ、自然破

壊に違いありません。そのための

人災に近いがけ崩れ現場もあった

ような気がします。観光客を呼ぶ

こと、土木工事をして地元経済を

活性化させること、本当に必要な

のかどうか考えなくてはいけない

と、その恩恵にあずかりながらも

思いました。 

 境内の斜面一面には石楠花が植

えられていて、花の時期は見事に

違いありません。 

 杖と古い道標を頼りに山

中の遍路道を行く。 

 先人たちが苦労して植えた檜

林の中を横峰寺に向かう。林業

が衰退した現在では、この立派

な檜も伐採されることはないの

でしょう。 

60番横峰寺、61番香園寺 

第9回 第2日目 



横峰寺参拝 

 大汗をかいて

横峰寺に到着し

たのは、10時

45分。大頭バ

ス 停 か ら ３ 時

間、東屋から１

時間半。 

 予定よりだい

ぶ早いので、車

組がまだ到着し

ていないのではと心配しました

が、無事合流してお参りをしまし

た。 

 横峰寺は石鎚山の西の遥拝所と

言われ、昨日の前神寺は東の遥拝

所と言われているそうです。仁王

門から右に行くと「星ヶ森」とい

う石鎚山を眺められる場所がある

のですが、疲れきって登ってきた

ので行く勇気がありませんでし

た。すでに寒い季節で、団体遍路

は居らず、静

かな境内に私

たちの般若心

経 が 響 き 渡

り、なんとも

言えず爽快な

気分でした。 

 お参りを終

え、早めの昼

食を取ること

にしました。 

 おにぎりを

ほおばってい

るうちに、山

中の冷気が体をつつみ、大汗が冷

え始め、晩秋の山寺にいることを

実感しました。長居はできずに、

出発予定を繰り上げて、１時間ほ

どで山を下りることにしました。 

 横峰寺本堂 

 

第9回 第2日目 

60番横峰寺、61番香園寺 



 あるき遍路道は、高鴨神社の石

段を下りて、香園寺本堂の真後ろ

に出ます。神社の正面に立ちはだ

かるようなビルが、香園寺の本

堂・大師堂です。左から回り込む

と正面に出て、その巨大な建物の

全容に驚かされます。お参りは、

建物の中に入らなければいけませ

ん。参拝者は、映画館のようなイ

スに坐ってお参りするようになっ

ています。座席数約1000ぐらい

遍路ころがしを香園寺へ 

巨大ビルディング、香園寺 

 横峰寺から香園寺

までの遍路道は、別

名「遍路ころがし」

と い わ れ る と こ ろ

で、山麓の札所めが

けて一気に下ってい

ます。 

 台風の被害はこち

らの方がひどいかも

しれません。檜が根

こそぎ流されていた

り、渓流沿いは瓦礫の山と化して

いたり、台風のときは恐ろしいぐ

ら い だ っ た

に 違 い あ り

ま せ ん 。 急

な 坂 が 終 わ

る と 、 落 葉

の 積 も っ た

灘ならかな遍路道となるところも

ありましたが、再び急坂になると

瓦礫の上を下らなければなりませ

んでした。 

 香園寺奥の院の手前から舗装道

路に出て、2時ごろに奥の院に到

着しました。

２時間ちょっ

ところがされ

た遍路道でし

た。 

 遍路道でひ

ざをひねった

きく江さんは

ここからタク

シーで香園寺に行くことになりま

した。なんとか無事だった一行

は、山裾伝いにここから1時間ほ

どで香園寺に着きました。 

 奥の院近くの舗装道路

に出てきました。 

あるでしょうか。正面の本尊様

は、ステージ上に安置されている

感じです。大きな声で般若心経を

 横峰寺からの遍

路道にて。 

60番横峰寺、61番香園寺 

第9回 第2日目 



伊予最後の札所、三角寺へ出発 

 香園寺では朝の勤行はありませ

ん。その代わり、前晩7時から希

望者のみのお参りがあります。 

 朝食は朝6時から執ることがで

き、珍しく朝は余裕がありまし

た。ところが、朝起きると窓の外

は小雨模様。夜中には雷も鳴って

いたというではありませんか。予

報ではこの３日間は天気が持ちそ

うだとなっていましたが、今回も

カッパのお世話にならなければい

けない。稲田さんは荷造りした中

からカッパを引っ張り出して、再

び荷物整理と、余裕があるはずの

朝が結局あわただしくなったよう

でした。 

 朝7時半に、カッ

パや傘などそれぞれ

に雨の身支度をして

出発です。 

 香園寺を出たとき

は雨が残っていまし

たが、伊予小松の駅

に着く頃にはあがっ

てしまいました。伊

予小松駅から伊予三

島駅まで電車で約１

第9回 第3日目 

65番三角寺 

詠むと、本堂（というよりホー

ル）中に響き渡りました。 

 今日は香園寺の宿坊でお世話に

なります。３時少し過ぎには部屋

に入ることができました。予定よ

り１時間も早い到着でした。お風

呂は５時からとのことで、近くの

温泉までタクシーで分乗して出か

けることにしました。湯の里小町

温泉は、へんろ宿「しこくや」さ

んの中にあり、団体バス遍路など

がよく利用するところだそうで

す。風呂上りの麦般若が格別でし

た。 

時間。今日の歩きはここからとな

ります。約２時間の遍路道は、住

宅街を抜け、高速道路をくぐり、

みかん畑の脇を通り、山の急坂、

そして最後は仁王門への急な石

段。庫裏の前の真っ赤なもみじが

出迎えてくれました。 

 伊予小松駅から伊予三島

駅まで電車で移動する。 

 戸川公園で身支度を直

していざ山道へ。 



お昼の定番 

第9回 第3日目 

65番三角寺 

 今回は横峰寺

が難所とは言っ

て い た も の の、

この三角寺も結

構な登りが待ち

受 け て い ま し

た。休 憩 を し た

戸川公園から三

角 寺 ま で は、約

４キロの登りで

した。山中に入る前は、製紙業が

盛んな伊予三島の工場の煙突や、

瀬戸内の海が眺められてのどかな

感じでしたが、いざ山に入ると意

外と険しい場所もあり、菩提の道

場を終えるのも大

変でした。 

 車 組 と 合 流 し

て、菩提の道場、

伊予最後の般若心

経を詠みました。

このお寺は、山桜

が有名だそうで、

「これでこそ、登

り が い あ り、山

桜」という一茶の句碑が本堂前に

あります。今は紅葉が盛りでした

ので、「それでこそ、登りがいあ

り、山 紅 葉」と、詠 ん で お き ま

しょう。 

 三角寺庫裏の前の真っ赤

な紅葉。 

 黄葉越しの三角寺本堂。 

 お参りを済ませ、いつ

ものように境内でコンビ

ニのおにぎりの昼食とな

りました。今回の昼食は

３食とも、札所でのおに

ぎりとなってしまいまし

た。１回ぐらい暖かいも

のをと思いましたが、残

念ながらそんな場所は皆

無でした。でも、立ち寄った店

に何もなくて、お菓子だけの昼

ごはんだったこともあったので

すから、それに比べたらありが

たいものです。次回からは讃岐

の国ですので、うまいうどんで

も食べられるのではと期待して

いてください。 



 高速バスは、四国山地を突っ

切ってあっという間に高知市街に

入ります。 

 竹林寺のある五台山や、なんど

も乗った土佐電の路

面 電 車、は り ま や

橋、どれも懐かしい

景色です。はりまや

橋で空港リムジンに

乗り換え、空港近く

では、強風の中を歩

いた川沿いの堤防な

どが見え、四国もあ

と一県を残すだけに

なったなという感慨

が湧いてきました。

同時に、残りは香川

しかないのかという

無事にお参りを終えて 

なつかしの高知 
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 ここから一気の下りは、

予想外に腿に堪えました。

本当に休む間もなく平地ま

で一気の下りで、一息に高

速のバス停まで辿り着いて

しまいました。 

 今回の帰路は、三島・川

之江インターから高速バス

に乗り、高知に出て、高知

空港から羽田に戻るルート

でした。松山に電車で戻る

より運賃も安いし、時間も

短いのです。今まで歩いて

きたことを考えると、高知に戻る

のはとてつもなく大変なことに思

えるのですが、高速道路のおかげ

です。 

 バス停に着くと、出発まで１時

間ほどの待ち時間がありました。

女性陣は待合所で談笑にふけり、

男性陣はおあつらえ向きの芝生に

寝転がって休憩です。いざとなる

と女性の方が底力があることがよ

くわかる光景でした。 

 今日の出発のときの雨がうその

ような青空が広がり、芝生の心地

よさに思わずうとうと。「これで

こそ、歩きがいあり、秋の空」で

した。 

 山頭火の昼寝もこんな

だったかも・・・。 

さびしさも起きて来ました。 

 結願が近づいて来た感じがしま

す。最後まで怪我や事故のないよ

うに歩きましょう。 

 三角寺石段を下りて

帰路に着く。 
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